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に稀に提示される珍しい音を無意識に識別するとミスマッチ陰性電位（MMN : Mismatch 
Negativity）として知られる事象関連電位（ERP : Event related potential）が発生する。
本研究は、日本語の母音を用い、８個の音が連続する刺激を標準刺激、２番めから７番目
を欠落させたものを逸脱刺激として MMN を測定し、音の記憶の長さと考えられている
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